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な
い
。
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
最
後
に
翻
訳
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
よ
う
。
わ
か

り
や
す
く
て
原
文
に
忠
実
な
翻
訳
だ
と
思
う
。
ま

た
粗
末
で
簡
略
で
あ
っ
た
原
注
の
代
り
に
詳
し
い

考
証
を
加
え
た
訳
注
を
注
い
だ
の
も
非
常
に
役
に

立
つ
。

　
　
　
（
A
5
版
　
二
八
四
頁
　
一
九
八
二
年
一
一
月

　
　
　
法
律
文
化
社
　
三
九
〇
〇
円
）

　
（
ジ
コ
ン
・
り
　
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
外
国
人
研
修
員
）

　
　
　
受
贈
図
書

　
（
一
九
八
二
年
二
月
九
日
～
五
月
一
八
日
）

日
本
民
俗
学
（
成
城
大
学
日
本
昆
俗
学
会
）

　
一
三
八

日
留
山
人
著
　
建
国
の
日
は
正
し
か
っ
た
（
タ
ム

　
ラ
ガ
ー
デ
ソ
）

神
道
学
（
出
雲
大
社
神
道
学
会
）
　
一
一
二

立
正
大
学
文
学
部
論
叢
　
七
二

日
本
学
士
院
紀
要
（
日
本
学
十
～
院
）
　
　
＝
エ
バ
ー
三
、

　
三
七
一
一
、
三
七
一
二

岐
阜
史
学
（
岐
阜
大
学
教
育
学
部
岐
集
史
学
会
）

　
七
五

東
洋
学
文
献
素
目
　
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

　
齎
）
　
一
九
七
九
年
度

川
内
古
代
史
論
集
（
東
北
大
学
文
学
部
古
代
史
研

　
究
会
）
　
二

文
理
論
集
（
西
南
学
院
大
学
）

罠
族
研
究
（
北
京
民
族
研
究
編
集
部
）

　
八
二
年
一
一

史
泉
（
関
薦
大
学
史
学
会
）
　
　
五
六

人
文
論
叢
（
東
京
工
業
大
学
）
　
七

文
学
会
志
（
山
口
大
学
）
　
三
二

歴
史
教
育
論
集

　
科
）
　
二

論
集
（
福
島
大
学
教
育
学
部
）
　
三
三

隼
人
文
化
（
隼
人
文
化
研
究
会
）

東
京
商
船
大
学
研
究
報
告

　
三
二

尋
源
（
大
谷
大
学
国
史
研
究
会
）

　
五
三

ニ
ニ
ー
二

一
九

（
慶
北
大
学
校
師
範
大
学
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
商
船
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）

学
園
史
研
究
（
梅
花
学
園
学
園
史
研
究
会
）
　
二

産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
会
）

　
三
〇
、
一
一
二

広
島
大
学
文
学
部
紀
要
（
広
島
大
学
文
学
部
）

　
四
一

広
島
大
学
文
学
部
紀
要
　
特
輯
号
（
広
島
大
学
文

　
学
部
）
　
一
、
二
、
三

紀
要
論
文
総
覧
　
二
二
巻
～
四
〇
巻
（
広
島
大
学

　
文
学
部
）

歴
史
学
報
（
国
立
台
湾
師
範
大
学
歴
史
研
究
所
）

　
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
監

晴
唐
仏
教
宗
派
研
究
（
国
立
台
湾
師
範
大
学
歴
史

　
研
究
所
）
　
　
宙
旧
刊
（
六
）
顔
尚
文
薯
【

囚
。
お
p
↓
o
儀
ρ
団
　
（
朝
鮮
祉
会
科
学
院
）
一
九
八

　
二
年
i
二

西
洋
史
学
報
（
広
島
大
学
西
洋
史
学
研
究
会
）

　
復
刊
八

研
究
紀
要
（
尾
道
短
期
大
学
）
　
三
一
－
一

人
文
論
叢
（
福
岡
大
学
研
究
所
）
　
こ
ご
一
四

鹿
児
島
経
大
論
集
（
鹿
児
島
経
済
大
学
学
会
）

　
一
一
二
一
四

岡
綺
二
等
研
究
（
岡
崎
市
史
編
纂
委
員
会
）
　
四

国
史
談
話
会
雑
誌
（
東
北
大
学
文
学
部
国
史
談
話

　
会
）
　
二
三

社
会
科
学
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
）
　
一
九
八
一
年

　
－
六

坂
野
潤
治
著
　
大
正
政
変
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

有
坂
隆
道
著
　
日
本
洋
学
史
研
究
　
M
　
（
創
元

　
社
）

山
形
大
学
史
学
論
集
　
二

∩
o
じ
コ
。
↓
突
雪
ω
霊
。
弓
愚
藷
　
同
Φ
。
。
b
。
占

人
文
科
学
期
醐
集
（
信
州
大
瀞
ず
人
文
学
部
）
　
　
一
六

札
幌
大
学
教
養
部
・
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
（
札

幌
大
学
）
　
一
八
、
一
九
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八
幡
大
学
論
集
（
八
幡
大
学
法
経
学
会
）
　
三
二

　
一
三
、
四

人
文
社
会
科
学
研
究
集
報
　
（
鈴
峯
女
子
短
期
大

　
学
）
二
八

文
化
学
年
報
（
同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
学
会
）

　
一
三

人
文
学
（
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）
　
一
三
七

社
会
科
学
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
）
　
一
九

　
八
二
年
i
一

南
方
文
化
（
天
理
南
方
文
化
研
究
会
）
　
八

文
明
（
東
海
大
学
文
明
研
究
所
）
　
三
四

東
北
学
院
火
学
論
集
（
東
北
学
院
大
学
早
瀬
法
学

　
会
）
　
＝
一

徳
島
大
学
教
養
部
紀
要
（
徳
島
大
学
教
養
部
）

　
一
七

経
済
経
営
論
集
（
鎌
谷
大
学
経
済
経
営
学
会
）

　
二
一
一
四

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
（
奈
良
國
立
文
化

　
財
研
究
所
）
　
　
一
九
八
一
年

渡
辺
則
文
編
　
産
業
の
発
達
と
地
域
社
会
（
漢
水

　
社
）一

橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
）
　
五
四

龍
谷
史
壇
（
竜
谷
大
学
史
学
会
）
　
八
○

郭
沫
雪
著
　
奴
隷
制
時
代
　
（
中
国
科
学
院
図
書

　
館
）

文
化
語
学
習
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
）

　
九
七
八
年
一
四

韓
国
史
研
究
彙
報
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
）

国
。
お
斜
日
。
畠
団
　
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
）

　
八
二
年
一
三

歴
史
科
学
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
）

　
i
一

社
会
科
学
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
）

　
－
一

三
浦
古
文
化

　
文
化
研
究
会
）
　
三
〇

紀
尾
井
史
学

　
会
）
　
一

石
炭
研
究
資
料
叢
書

　
セ
ン
タ
ー
）
　
三

社
会
科
学
論
叢
（
長
崎
大
学
教
育
学
部
）

金
日
成
著
作
集
九

　
館
）

井
上
浩
一
著
　
ビ
ザ
シ
ツ
帝
圏
（
井
上
浩
一

　
波
書
店
）

オ
リ
エ
ン
ト
（
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
）

　
i
二

神
道
史
研
究
（
八
坂
神
社
神
道
史
学
会
）

　
1
一

人
文
学
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

　
一三

五一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年

（
京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社
三
浦
古

（
上
智
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
院
生

　
　
　
（
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三

　
　
　
　
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
岩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
一考

古
（
巾
国
科
学
院
図
書
館
）
　
一
九
八
二
年
－

　
二

日
本
史
研
鳴
九
（
日
本
史
研
究
会
）
　
　
二
一
ご
六

文
化
（
東
北
大
学
文
学
部
）
　
四
五
－
三
、
四

〇
自
話
暮
O
o
馨
Φ
馨
。
。
o
h
》
8
山
Φ
ヨ
一
〇
｝
o
質
二
巴
。
。

　
首
闘
跨
悔
騨
P
一
㊤
G
◎
O
（
学
ム
瓜
証
恥
刊
行
セ
ン
タ
ー
）

立
命
館
文
学
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
　
四
三

　
七
、
四
三
八

民
族
研
究
（
民
族
研
究
所
　
北
京
）
　
一
九
八
二

　
年
－
二

研
究
年
報
（
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化

　
研
究
所
）
　
一
九
八
一
年

駿
台
史
学
（
明
治
大
学
文
学
部
．
駿
台
史
学
会
）

　
五
五

囚
。
器
帥
臼
。
畠
団
　
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
）

　
一
九
八
二
年
－
四

文
化
語
学
習
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
）
　
　
　

　
九
八
二
年
一
一

史
学
論
集
（
駒
沢
大
学
大
学
院
史
学
会
）
　
一
二

諺
。
け
帥
国
δ
酔
。
ユ
。
曽
×
×
＜
誕
属
群
局
一
b
Ω

神
道
学
（
出
雲
大
社
神
道
学
会
）
　
一
一
三

人
類
学
雑
誌
（
日
本
人
類
学
会
）
　
九
〇
…
二

史
報
（
日
本
史
学
大
学
院
合
同
発
表
大
会
実
行
委

　
員
会
）
　
三
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正
倉
院
年
報
　
四

人
文
論
叢
　
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究

　
科
）
　
一
〇

名
古
屋
大
学
経
済
研
究
叢
書
　
三
　
日
本
農
業
と

　
地
域
経
済
の
分
析
（
名
古
屋
大
学
経
済
学
会
）

東
方
学
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
　
五

　
四

人
文
学
科
論
集
（
茨
城
大
学
人
文
学
部
）
　
一
五

紀
要
　
史
学
科
（
中
央
大
学
文
学
部
）
　
二
七

日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
（
東
北
大
学
日
本
文

　
化
研
究
所
）
　
別
巻
一
、
九

人
文
学
部
紀
要
　
社
会
学
科
（
茨
木
大
学
人
文
学

　
部
）
　
一
五

編
集
後
記

　
資
料
の
欠
落
に
悩
み
な
が
ら
、
ジ
ャ
ワ
糖
業
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
の
全
面
解
明
を
め
ざ
す

連
作
の
一
環
、
植
村
論
文
。
我
国
フ
ラ
ン
ス
政
治

・
社
会
史
研
究
に
新
風
を
吹
き
込
む
、
新
鋭
上
垣

氏
の
処
女
論
文
。
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
論
に
よ
っ
て
、

我
国
黎
明
期
社
会
主
義
思
想
を
代
表
す
る
片
山
病

の
心
情
に
ま
で
せ
ま
ろ
う
と
し
た
立
川
論
文
。
ロ

シ
ア
社
会
主
義
建
設
期
の
経
済
問
題
を
扱
う
一
連

の
作
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
梶
川
氏
の
研
究
ノ
ー

ト
。
い
ず
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
す
。
御
吟
味
下
さ

い
。

　
編
集
委
員
の
任
期
は
二
年
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

中
に
は
六
年
の
超
ベ
テ
ラ
ン
や
、
　
一
時
引
退
後
の

再
任
（
予
定
）
な
ど
も
あ
り
、
い
ず
れ
の
研
究
室

で
も
後
任
の
発
見
で
は
揉
め
る
よ
う
で
す
。

某
研
究
室
後
任
溝
「
工
作
」
で
の
会
話

被
工
作
者
i
今
年
は
非
常
勤
講
師
な
ど
九
駒
も

　
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
。

工
作
者
一
1
そ
れ
は
O
D
の
常
態
で
あ
る
。

被
工
作
者
－
編
集
委
員
を
や
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

　
ト
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
、
あ
る
の
か
。

工
作
者
1
〔
一
瞬
つ
ま
っ
て
〕
各
研
究
分
野

　
の
イ
シ
ュ
ー
、
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
、
考
え

　
方
は
、
歴
史
に
関
わ
る
点
で
共
通
の
も
の
が
あ

　
る
と
同
時
に
、
か
な
り
異
な
っ
て
も
い
る
。
編

　
集
会
議
の
議
論
で
、
共
通
性
を
再
認
識
で
き
る

　
こ
と
自
体
大
き
い
し
、
乱
逆
に
、
某
先
生
が

　
「
薩
接
的
に
は
無
関
係
の
分
野
の
話
を
聞
い
た

　
時
の
方
が
、
ヒ
ン
ト
を
得
た
り
イ
ン
ス
パ
イ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
何
よ
り
も
安
心
し
て
聞

　
い
て
い
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
た
こ
と
を

　
思
い
出
す
。
最
後
の
点
は
本
音
も
交
え
た
冗
談

　
で
あ
る
が
、
後
は
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
と
に

か
く
勉
強
に
な
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

　
「
被
工
作
者
」
が
メ
リ
ッ
ト
を
自
ら
問
う
た
事

は
、
ひ
き
う
け
る
こ
と
を
避
け
る
手
段
と
し
て
は

失
敗
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
改
め
て
考
え
る
に
、

右
記
の
メ
リ
ヅ
ト
は
そ
の
通
り
だ
と
言
う
の
が
、

何
や
か
や
言
っ
て
も
、
編
集
子
の
共
通
の
思
い
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
に
も
、
改
め
て
原
稿
用

紙
の
使
い
方
、
表
記
方
法
な
ど
を
再
確
認
さ
せ
ら

れ
た
り
し
ま
し
た
。
編
集
委
員
を
や
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
事
を
改
め
て
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

既
に
四
月
か
ら
の
後
任
者
が
確
定
し
て
い
る
者
の

み
記
し
ま
す
。
田
中
俊
明
が
籾
山
明
氏
に
、
長
倉

敏
が
森
凍
隆
氏
に
代
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
う
一
人
の
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